
村民アンケート結果 について 
～総合戦略策定のための村民アンケート結果を報告いたします。～ 

 

アンケート調査の実施に当たり、ご協力いただきました皆様に感謝申し上げ

ます。 

このアンケート調査は、急速に進展する少子高齢化に対応し、人口減少に歯

止めをかけ、将来にわたって活力ある地域社会を維持することを目的に策定を

進めている「木島平村人口ビジョン」と「木島平村総合戦略」の基礎資料とし

て社会生活や結婚、子育てなどに関して村民の皆様の意向を調査したものです。 

本調査結果を踏まえ、総合戦略策定委員会が中心になり、平成 28 年 2 月の

計画策定を目標に作業を進めておりますので、村民の皆様のご理解とご協力を

お願いいたします。 

平成 27 年 11 月 総務課 政策情報係 

 

アンケート調査結果概要 

 

ページ 項目 対象者 

1 社会生活と定住・人口減少問題等に関する村民意識調査 20～89歳 1,000人 

9 中学生へのアンケート調査 中学 3年生 41人 

11 高校生へのアンケート調査 高校生 130人 

14 19歳～24歳の若者向けアンケート調査 19歳～24歳 150人 

18 結婚・妊娠・出産・子育てに関する村民意識調査 20～39歳 500人 

23 転入された方へのアンケート調査 
H22 年～H26 年に転入

した世帯 162世帯 

25 転出された方へのアンケート調査 
H24 年～H26 年に転出

した世帯 67世帯 

28 村内観光関連事業者に対する意識調査 観光事業者 37事業者 

33 北信管内の事業者に対する意識調査 
北信管内の事業所 30 社

（従業員 10人以上） 
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１．男

35.4%

２．女

63.7%

無回答

0.8%

n=489

男：214

女：264

0.0%

0.4%

20.2%

23.9%

35.2%

19.8%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40%

１．20代

２．30代

３．40代

４．50代

５．60代

６．70代以上

無回答

76.1%

46.6%

34.2%

4.5%

2.2%

4.1%

2.9%

4.3%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

１．配偶者

２．子

３．父母

４．祖父母

５．兄弟姉妹

６．なし（未婚で一人暮らし）

７．なし（既婚その他で一人暮らし）

８．その他

無回答

94.7%

79.8%

43.4%

6.1%

0.9%

0.0%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第1子

第2子

第3子

第4子

第5子

第6子

無回答

n=228

社会生活と定住・人口減少問題等に関する村民意識調査 

１．調査概要 

調査対象先：20～89 歳までの村民から無作為に抽出し 1,000 人 

回答者数 ：489 人（回収率：48.9％） 

調査期間 ：平成 27 年 6 月 11 日（木）（発送日）～平成 27 年 6 月 25 日（木） 

調査方法 ：郵送配布・郵送回収 

調査内容 ：木島平村に対する満足度、定住意向、人口減少問題に対する住民意識と村への要

望を探る 

※四捨五入の関係から、構成比の合計が 100％にならない箇所があります。 

 

２．回答者属性 

（１）性別                   （２）年齢 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．家族構成等 

（１）家族構成     （２）子どもがいる場合の人数 
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52.8%

30.7%

10.4%

4.5%

1.0%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日常的に立ち話しをする程度のつきあいはし

ている

お互いに相談したり日用品の貸し借りをする

など、生活面で協力しあっている人がいる

あいさつをする程度の最小限のつきあいしか

していない

どちらともいえない

つきあいは全くしていない

無回答

36.8%

30.3%

19.2%

11.0%

1.8%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40%

ある程度の人との面識・交流がある（概ね10

～19人）

近所のかなりの人と面識・交流がある（概ね

20人以上）

近所の数人の人とだけ面識・交流がある（概

ね5～9人）

近所のごく少人数の人とだけ面識・交流があ

る（概ね4人以下）

無回答

隣の人が誰かも知らない

アンケート結果を踏まえた重点事業の方向性 

 

●日常的なおつきあい 

＜ご近所のかたとのおつきあい＞             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜つきあっている人数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・木島平村は、概ねご近所づきあいが良好です。日常的におつきあいしている人数も 10人以上い

ると回答したひとが 67％に達しています。 

・つまり、村民どうしが協力し合える環境にあると言えます。今後、村との距離が近くなることで、

各施策が円滑に展開できる期待があります。 
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54.4%

34.4%

26.6%

38.4%

54.0%

58.7%

7.2%

11.7%

14.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地縁的な活動（自治会、地区役員、婦人会、老人クラブ、消防

団、祭典団、育成会）

スポーツ・趣味・娯楽活動（各種スポーツ、芸術文化活動、生涯

学習等）

ボランティア・NPO・地域活動（むらづくり、高齢者・障害者福祉

や子育て、スポーツ指導、美化、防犯・防災等）

１．活動している ２．活動していない 無回答n=489

11.1

30.5

21.5

40.1

44.4

41.1

31.5

19.3

22.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

地縁的な活動（自治会、地区役員、婦人会、老人

クラブ、消防団、祭典団、育成会）

スポーツ・趣味・娯楽活動（各種スポーツ、芸術文

化活動、生涯学習等）

ボランティア・NPO・活動（むらづくり、高齢者・障

害者福祉や子育て、スポーツ指導、美化、防犯・防

災等）

１．とても充実している ２．やや充実している

３．どちらともいえない ４．あまり充実していない

%

n=279

n=158

n=187

●地域活動と充実度 

＜活動内容＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜充実度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・地域活動をみると、「地縁的な活動」については参加率が 54.4％と過半数を超えていますが、そ

れ以外の参加率は低位に留まっています。「スポーツ・趣味・娯楽活動」、「ボランティア・NPO・

地域活動」の参加機会が少ないのか、村民の関心がまだ低いのかを考える必要がありそうです。 

・充実度をみると、各項目とも過半を超えていますが、参加率が高い「地縁的な活動」の充実度が

高いとはいえません。「スポーツ・趣味・娯楽活動」、「ボランティア・NPO・地域活動」は参加率

が低い反面、参加している人の充実度は高いです。村民は、従来の地縁的活動からスポーツ・趣

味・娯楽など、「生きがい」「やりがい」「健康」を目的とした活動を望んでいると推察されます。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自身の健康・身体の状況

老後の自分の世話

家族の健康

家族（高齢者）の世話や介護

乳幼児期の子どもの子育て

子や孫の躾けや教育

失業、リストラ

収入面

定年後の人生設計

職探しや就職

地域での非行や犯罪

住環境・生活環境

近隣との人間関係

自分の将来

生活上の孤独

１．全く心配はしていない ２．あまり心配はしていない ３．どちらともいえない

４．やや心配している ５．かなり心配している 無回答

n=489n=489n=489

10.2%

48.3%

30.3%

7.4%

2.7% 1.2%

１．満足している

２．どちらかといえば満足

している

３．どちらともいえない

４．どちらかといえば不満

である

５．不満である

無回答

●日常生活の満足度 

＜村民の心配事、関心事＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・「日常生活の中で心配事はありますか」という質問に対して、「心配している」と答えた割合が「心

配していない」と答えた割合を項目別にみると、上図の点線で囲った７つです。 

・赤の点線の４つについては、「心配している」割合が 5割近くに達しています。「健康」「老後」「介

護」が村民の最大の関心事です。 

・また、茶色の点線の３つについても、4割程度の「心配」項目になっています。「収入」「定年後」

「将来」など、将来に対しての経済面での不安の声が高いと思われます。 

・近隣との人間関係、住環境・生活環境については、心配度はそれほど高くありません。「乳幼児

期の子どもの子育て」については「全く心配していない」が最も高く 20％を超えています。「子

や孫の躾けや教育」「地域での非行や犯罪」についても「心配していない」割合の方が「心配し

ている」割合よりも多く、概ね子育てや子どもの教育環境は良好といえそうです。 

＜自分自身の生活における総合的な満足度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・「人とのおつきあい」「自分や家族の心

配事」など様々な問題がある中で、村

民の 6割弱が「生活に満足している」、

と答えています。 

・ただ、3 割の村民が「どちらともいえ

ない」としていますので、意識の中に

潜んでいる何らかの心配事が回答を迷

わせている可能性があります。 

n=489 
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3.9%

41.3%

28.2%

20.4%

3.1%
0.6% 2.5% とても満足している

どちらかといえば満足し

ている

どちらともいえない

どちらかといえば不満で

ある

とても不満である

その他

無回答
n=489

83.7%

75.6%

61.1%

46.6%

44.8%

27.1%

25.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自然が豊富

水も食べ物も美味しい

静かで住みやすい

住民がみんな温かい

四季がはっきりして快適だ

知人が多く、頼りになる

手軽に行ける温泉がある

n=956

61.7%

59.1%

55.7%

43.5%

42.6%

40.9%

28.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

とにかく冬の生活は過酷である

公共交通機関が少なく不便である

働く場所や業種、職種などが限られる

地域の風習やしがらみが強すぎて窮屈であ

る

急病になったときなど、医療・福祉サービス

に不安が多い

買物が不便である

狭い村なので、プライバシーが侵害されるこ

とがある

n=478

●村に対する満足度 

＜満足度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜どんな点に満足しているか＞   ＜どんな点が不満か＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・村に対する満足度は 5割を下回っており、不満度については 2割強の回答割合でした。 

・満足している点をみると、「自然が豊富」「水も食べ物も美味しい」「静かで住みやすい」など自然環境

が上位であるほか、「住民の温かさ」「知人が多く頼りになる」など人間関係の良さをあげています。 

・一方、不満な点は、「冬の過酷な生活」がトップですが「公共交通の不便さ」「仕事の限定」「地域の風

習、プライバシー問題」「医療・福祉」「買い物の不便さ」など生活環境に不安や不満、不便さを感じ

ているようです。 

・生活環境への不満に対しては、施策を打つ必要があります。公共交通機関や買い物施設、医療福祉な

ど周辺自治体と広域的に取組む必要があるものがありますが、身近な問題として例えば、コミュニテ

ィバスの運行や買い物宅配サービスなど民間企業と連携して取組む必要のあるものもあります。 

 

 

質問に対する選択肢は５つまで回答可、上位７位までグラフ化 
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52.8%

4.7%

10.8%

24.9%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ずっと住みたい

一度は村外に出ても、将来的には木島平村

に戻って住みたい

住みたくない

わからない・その他

無回答n=489

37.3%

17.8%

10.2%

9.3%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40%

冬の生活が大変だから

買い物などが不便だから

街に活気がないから

働きたい会社がないから

通学、通勤が不便だから

３つまでの複数回答、

回答数118

ある

1.6%

ない

75.7%

わからない

15.1%

無回答

7.6%

ある＝8人

ない＝370人

わからない＝74人

37.5%

12.5%

12.5%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40%

家族の理由

就職・転職

結婚

自身の健康上の理由（病気療養など）

n=8

●定住意向 

＜木島平村に住みたいか＞    ＜住みたくない理由＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後５年以内の転出予定＞   ＜その転出理由＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・木島平村への定住意向は「将来的には木島平村に戻りたい」を含めて 57.5％に達しています。 

・「住みたくない」と回答した 53 人にその理由を３つまで尋ねたところ、「冬の生活」がトップです

が、買物の不便さや街に活気のないことへの不満を挙げている割合も多いです。 

・今後 5年以内の転出予定は、「ある」と回答した人は 8人のみでした。その理由は「家族の理由」

などで、村に対する不満項目で村を去るということではありません。 

・このように村への定住意向は高いものがありますが、「不満」と感じる項目もいくつか散見されま

す。公共交通機関、買物の不便さに対する不満は、運転免許を持たない若者や高齢者に多いと推

測されますので、転出しようにも転出できないのではと思います。今後、高齢者が増加していく

と、この不満割合が高まるものと考えられますので、施策としての重要性は高いのではないでし

ょうか。 

 

 

 

 

「住みたくない」と回答した53名の３つまでの複数回答。

回答数＝118、上位 5 位まで 
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76.1%

34.8%

24.3%

21.3%

19.8%

17.8%

17.4%

13.5%

12.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

村内に働く場が限られ、結局村外に出ていかざるを

得なくなったから

男女ともに未婚率が高くなってきたから

都会の魅力が強すぎて、一度出て行った若者が帰っ

てこないから

賃金や労働環境等が他市町村と見劣りし、転居を

伴って村外に出て行く人が多いから

子育て等にかかる経済的負担を心配して、家庭で産

む子供の数が少なくなっているから

男女ともに晩婚化が進み、とりわけ女性の晩婚化に

より人生で産む子供の数が減ってしまうから

村がこの深刻な問題に対してしっかり取り組んで来

なかったから

村民がこの深刻な問題に対してしっかり考えて来な

かったから

村外での異性との出会いが多く、その多くが婚姻を

機に村外に出て行ってしまうから

n=1,247

３つまでの複数回答

回答割合10％以上

の上位をグラフ化

66.7%

52.9%

47.1%

45.7%

42.4%

38.1%

36.7%

18.1%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

若い人の中に、積極的に結婚しようという意識が減っ

てきていると思うから

結婚しようにも、これまで適当な相手に巡り会う機会

が少なかったのではと思うから

「自由で気楽な独身生活」に人生の価値観を置くよう

になってきたから

若い人が、相手との人間関係を築くことを面倒くさ

がったり、煩わしいと思うようになってきて、異性の友

人を作ろうとしないから

若い人が少なくなって、出会いも限られると、婚姻数

も当然減ってくるから

家庭を持つ前に経済力がないから

「結婚する、結婚しない」ということに世間のこだわり

が少なくなったから

仕事等により結婚に向けた行動をする時間的余裕が

ないから

将来の子育ての経済的負担を心配しているから

n=840

３つまでの複数回答

回答割合10％以上の

上位をグラフ化

●人口減少問題に対する村民の意識 

＜人口減少、少子高齢化が止まらないと考える要因は＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜未婚化、晩婚化が進んでいると思う原因＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・村民の考える人口減少、少子高齢化の要因のトップは「村内に働く場が限られている」でした。

企業の求人環境なのか、業種・職種のミスマッチなのかは、ここではわかりませんが、雇用吸収

力の問題は施策として重要と考えます。 

・未婚化、晩婚化が、結果として出生数の減少につながっていると考える人も多いです。 

・未婚化、晩婚化の原因には「若者の結婚観の変化」「出会う機会の減少」「経済力低下」などを挙

げた割合が多く、今後、若者の意識を踏まえて行政でも支援可能なことを考える必要があります。 

 

257 人の回答 
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42.3%

36.0%

30.5%

30.1%

28.2%

27.6%

23.7%

22.5%

21.3%

19.2%

18.4%

12.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

近隣の飯山市、野沢温泉村、山ノ内町と連携し

た地域づくりをすすめる

1社でも、2社でも村外から企業を誘致するため、

助成金など企業に対する優遇策を行う

遊休農地の活用した新しい農業ビジネスを確立

させる

空き家の利活用に対する助成制度をつくる

移住者、Ｕターン者に対する助成制度をつくる

第2子、第3子と子どもを多く産んでくれた家庭に

出産お祝い金を支給する

思い切って、村内の若者のアイディアを優先的に

採用し地域振興策を若者中心に委託する

結婚して村内に定住するカップルにお祝い金を

支給する

「ふるさと納税」を活用して、イメージアップを図る

子育てファミリーに助成金や日用品の買物が割

引になるような支援策を行う

村内に定住してもらうために、村外の企業に通勤

する人には通勤補助金を支給する

テレビなどメディアをうまく活用して知名度をアッ

プさせる

n=1,758

５つまでの複数回答

回答割合10％以上

をグラフ化

52.4%

31.1%

29.2%

21.7%

21.7%

20.7%

19.6%

17.0%

12.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自分の子どもに介護の負担をかけないように、体づ

くりに励む

子どもたちに村の歴史や文化をしっかり伝え、村へ

の愛着を高める

周りの人たちと協力して地域ぐるみで子育てをサ

ポートする

村のPRになるような「食」を作る、または名物料理を

作る

遊休農地の活用について村に積極的に協力する

空き家の活用について村に積極的に協力する

自分も村の観光施策に積極的に協力する

友人に木島平村の良さをPRして、まずは友人に来て

もらう

村外にいる村出身者に積極的にＵターンを促す

n=1,316

５つまでの複数回答

回答割合10％以上

をグラフ化

＜人口減少、少子高齢化問題を解決していくために村が行うべき取り組み＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜村民自身が取り組むこと＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・村民が村に期待することとして、近隣の市町村との「広域連携」、次いで「企業誘致」「農業ビジ

ネスの確立」が挙げられました。木島平の地場産業である「農業」を主体としたビジネス、いわ

ゆる農業の総合６次産業化の必要性が示唆されます。 

・また、社会動態の増加に期待する声として、移住・Ｕターン施策、自然動態の増加に期待する声

として「出産」や「結婚・定住」のお祝い金を望む声、「ふるさと納税」「テレビなどメディア」

を使った知名度アップ策の声もあります。 

・村民自身も「村に協力する」という気持ちがあり、村民と村が協働することが期待できます。 
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１．中学生

男子
53.8%

２．中学生

女子
46.2%

男子21人

女子18人

合計39人

48.6%

42.9%

2.9%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ぜひ大学等に進学したい

高校等に進学してから考えるができれ

ば進学したい

高校等を卒業したらすぐ就職したい

わからない・その他

進学希望32人

就職希望 1人

n=35

0.0%

43.6%

41.0%

15.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ずっと住みたい

一度は村外へ出ても、将来的に木島

平村へ戻って住みたい

住みたくない

わからない・その他n=39

17人

16人

6人

62.5%

56.3%

43.8%

37.5%

37.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

都会に興味があるから

働きたい会社がないから

買い物などが不便だから

魅力あるイベント、遊び場などが少ないから

通学、通勤が不便だから

n=16

3つまでの

複数回答

総回答数

＝47

58.8%

41.2%

35.3%

35.3%

17.6%

17.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

木島平村での生活に慣れているから

（自分の意思で）両親や祖父母の近くで生活し

たいから

木島平村の風土や食べ物が好きだから

災害や犯罪が少なく安全だから

長男・長女だから

木島平村に貢献したいから

n=17

3つまでの

複数回答

総回答数

＝54

村内中学生へのアンケート調査 

１．調査概要 

調査対象先：木島平村に居住している中学 3 年生 41 人 

回答者数 ：39 人（回収率：95.1％） 

調査期間 ：27 年 6 月 

調査方法 ：木島平中学校を通じて実施、回収 

調査内容 ：卒業の進路、将来の定住意向、就きたい職業や夢、自分の将来像、村の将来像（自

由記述） 

※四捨五入の関係から、構成比の合計が 100％にならない箇所があります。 

 

２．回答者属性、進路希望 

（１）性別                 （２）（39 人中 35人が高校進学希望）進学後の進路 

  

 

 

 

 

 

 

 

３．定住意向 

（１）木島平村に住みたいか     （２）「将来的に戻って住みたい」（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「住みたくない」理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・高校進学後に大学等に進学を希望する中学

生は 9割を超えています。 

・中学生の本村への定住意向については２分さ

れました。「将来的に戻って住みたい」理由

で「木島平村の生活に慣れているから」が最

も多いですが、都会への憧れからか、「住み

たくない」と答えた割合も多数いるなど、多

感な世代を反映しているようです。 



10 

ある

74.4%

ない

25.6%

n=39

10.3%

58.6%

13.8%

17.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

大きく影響を受けた

多少は影響を受けた

あまり影響は受けなかった

全く影響を受けなかった
n=29

４．進路、将来の夢、村の将来像 

（１）進路を両親等に相談したことがあるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）両親等からのアドバイスは影響を受けているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・進路について両親等に相談したと答えた割合はおよそ 75％、そのうち「影響を受けた」と答えた

割合はおよそ 7割です。 

 

次頁の自由記述欄について 

・問 15.自分の将来像については、現実的なものから大きな夢に至るまで多種多様です。 

・問 16.中学生が思い描く村の将来像については、いろんなアイディアが浮かんでいるようです。

「村」に対する強い思いが伝わる記述となっています 
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１．高校生

男子
55.8%

２．高校生

女子
44.2%

n=43

大学・短大・専

門学校等（以下

大学等）に進学

したい

81.4%

就職したい

9.3%

35人4人

40.0%

40.0%

0.0%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

長野県内の大学等

長野県外の大学等

海外の大学等

わからない・その他

14人

14人

41.7%

16.7%

8.3%

8.3%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

東京都

新潟県

富山県

その他

わからない

5人

2人

1人

1人
n=14人

村内高校生へのアンケート調査 

１．調査概要 

調査対象先：木島平村に居住している高校生 130 人 

回答者数 ：43 人（回収率：33.1％） 

調査期間 ：平成 27 年 6 月 11 日（木）（発送日）～平成 27 年 6 月 25 日（木） 

調査方法 ：郵送配布、郵送回収 

調査内容 ：卒業の進路、将来の定住意向、就きたい職業や夢、自分の将来像、村の将来像（自

由記述） 

※四捨五入の関係から、構成比の合計が 100％にならない箇所があります。 

 

２．回答者属性、進路希望 

（１）性別                 （２）高校卒業の進路 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）進学したい地域            （４）（県外の場合）進学したい都道府県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・村内の高校生の 8割強が上位教育機関に進学したいと回答し、うち進学したい地域では県内と県

外が同数となりました。県外では東京都が最も多いです。 

・「わからない・その他」「無回答」の数も多く、まだ進路を決めかねている学生も多くいることが

伺われます。 
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0.0%

32.6%

27.9%

39.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ずっと住みたい

一度は村外へ出ても、将来的に木島平

村へ戻って住みたい

住みたくない

わからない・その他

n=43

66.7%

66.7%

33.3%

33.3%

16.7%

16.7%

16.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

買い物などが不便だから

働きたい会社がないから

都会に興味があるから

通学、通勤が不便だから

街に活気がないから

魅力あるイベント、遊ぶ場などが少ないから

若い世代が少ないから

n=12

3つまでの複数回答

回答数＝30

50.0%

35.7%

35.7%

35.7%

21.4%

21.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

木島平村での生活に慣れているから

友人が多いから

木島平村の風土や食べ物が好きだから

災害や犯罪が少なく安全だから

（自分の意思で）両親や祖父母の近くで生活

したいから

家の心配がないから

n=14

3つまでの複数回答

回答数＝32

0.0%

50.0%

21.4%

14.3%

0.0%

7.1%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

５年以内

５～１０年後

１１～１５年後

１６～２０年後

２１～２５年後

それ以上

無回答

n=14

23.3%

11.6%

7.0%

7.0%

7.0%

4.7%

4.7%

4.7%

4.7%

4.7%

4.7%

4.7%

11.6%

0% 10% 20% 30%

医療・福祉・調剤薬局

教育

鉄道・航空・運輸・物流

ホテル・旅行

エステ・理美容・フィットネスクラブ

農林水産

食品

建設・住宅・インテリア

機械・プラント

電子・電気機器

その他メーカー・製造関連

芸能・エンタテイメント

その他

n=43

回答数２以上のみ

３．定住意向 

（１）木島平村に住みたいか     （２）「将来的に戻って住みたい」（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「住みたくない」理由（複数回答）       （４）戻ってくる時期 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．将来の進路 

（１）働きたい職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・高校生世代は「一度は村外に出ても将来的に

木島平村に戻って住みたい」が 3割強います

が、「わからない・その他」とする回答が最

も多い結果となっています。 

・「将来的に戻りたい」と回答した割合は、「木

島平村の生活に慣れている」「友人が多い」

「木島平村の風土や食べ物が好き」など、村

に対する愛着からの回答が上位です。 

そして、「５～10 年後」を目途に戻りたいと

の回答が 5割となっています。 

・「住みたくない」理由は、「買い物の不便さ」

「働く場がない」などが上位を占め、村への

愛着というより生活上の不便さを理由にし

ています。 

・将来の職業として、「医療・福祉・調剤薬局」

分野、次いで「教育」など資格を必要とする職

種に人気が集まっています。 
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問15内容 性別
自分が働きたいと思うような会社があると思えない。 高校生男子
仕事が限られると思うから。 高校生男子
ほとんど農業だから。 高校生男子
新幹線がきても活気がない。村をアピールするような
ことが少ない。観光客がきても楽しむ所が少ない。村
で働いても活気がないので住んでも村外へ働きに出
たい。住む所にはいいかも。

高校生男子

働ける所が少なそうだし、職業の種類も限られてくる
と思うから。

高校生男子

働く場所が少ない。 高校生男子
会社が少ない。 高校生男子
働き口が少ない。 高校生男子
村の働き口がいまだに分からない。 高校生男子
働く場所が少ないから。 高校生男子
働き手が働ける場所が少ないから。活気がないか
ら。

高校生男子

村内で働くとなると選択肢が限られてしまい、やりた
いことをやるとなると難しいと思う。特に自分のやりた
い情報のようなものは村内ではできないと思う。

高校生男子

働く所が少ないから。魅力を感じる企業がない。 高校生女子
できる職業が限られてくるから。 高校生女子
働ける場所がない。あえてこの村で働くという理由が
ない。自分の親がそもそも村で働いていないし、友人
や中学までの同級生たちの中でも村内で働いている
人があまりいなかったから。この村では働ける仕事に
限りがある。

高校生女子

近くに店がないから。 高校生女子
村内に起業が少なく、村外で働いている人が多いと
感じるから。専業農家でやっていくのも自分の家が農
家をやっていないと難しいと思う。でも将来家族を
持った時、保育園や小学校に安心して通わせること
ができるので、まったく思わないわけではない。

高校生女子

働くといっても農業とかきのこ栽培、つけもの等だろう
から若者は好んで働こうと思わないと思うから、そし
て需要が無さそうだから。

高校生女子

働ける会社が少ない。交通が不便。 高校生女子
将来、就きたい職業の系統の職場が村内にあれば
「働きやすそう」と思うかもしれないが、私が魅力を感
じる職場は村内にないと思ったから（それは村内にど
んな種類の仕事があるのか詳しく知らないことも原因
だと思う）。そもそも「働きやすそう」とは、そういう面
でどのように感じることを言うのか。

高校生女子

人が少なすぎて、働く場所もなさ過ぎる。 高校生女子

 

４．働きやすさについて 

（１）木島平村は働きやすそうか 

 

（２）「どちらとかといえばそう思わない」「思わない」理由の回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.7%

9.3%

27.9%

30.2%

25.6%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

思わない

無回答

n=43
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１．男

40.5%

２．女

59.5%

n=42

村内

14.3%

村外

59.5%

(無職・学生な

ど)
26.2%

6人

25人

無職3人

学生8人

n=42

31.6%

31.6%

26.3%

5.3%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40%

中野市

飯山市

長野市

山ノ内町

須坂市
n=21

村内在住 19歳～24 歳の若者向けアンケート調査 

１．調査概要 

調査対象先：木島平村に居住している 19 歳～24 歳の村民から無作為 150 人 

回答者数 ：42 人（回収率：28.0％） 

調査期間 ：平成 27 年 6 月 11 日（木）（発送日）～平成 27 年 6 月 25 日（木） 

調査方法 ：郵送配布、郵送回収 

調査内容 ：就職している人は会社の満足度、継続勤務希望、学生は卒業後の進路、村に戻る

意向の有無、（共通）自分の将来と村への要望（自由記述） 

※四捨五入の関係から、構成比の合計が 100％にならない箇所があります。 

 

２．回答者属性 

（１）性別                 （２）就職先の地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）就職している市町村             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・回答者のうち、就職が 31 人（村内 6人、村外 25 人）、無職・学生が 11人、村外就職者 25人の

うち中野市と飯山市がそれぞれ 6人ずつという結果でした。 

 

 

 

 

 

※勤務地不明、回答なしを除く 
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35.7%

26.2%

21.4%

11.9%

11.9%

11.9%

9.5%

9.5%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40%

自分のやりたい仕事だったから

近隣である（通勤が便利）

給料や福利厚生などの待遇がいいから

家族や知人からすすめられた

学校から紹介された

職業安定所等の紹介によって

労働時間の融通が利いたり、残業が少ないから

転勤がないから

将来に期待が持てる会社だから

n=42

3つまでの複数回答

回答数69

15人

0.0%

7.1%

4.8%

9.5%

2.4%

7.1%

19.0%

7.1%

9.5%

7.1%

19.0%

19.0%

19.0%

19.0%

21.4%

35.7%

19.0%

35.7%

23.8%

35.7%

9.5%

4.8%

2.4%

7.1%

2.4%

28.6%

31.0%

31.0%

31.0%

31.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①仕事の内容

②給料や福利厚生など

③労働時間

④有給の取得度合

⑤総合的な満足度

とても満足している

どちらかといえば満足している

どちらでもない

どちらかといえば満足していない

不満である

無回答

n=42

３．会社を選んだ理由、満足度 

（１）会社を選んだ理由      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）会社の満足度      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・自分の勤めている会社を選んだ理由で最も多い割合は「自分のやりたい仕事だったから」、次い

で「近隣（通勤が便利）」となっています。 

・会社の満足度を項目別に 5段階で評価すると、①仕事の内容～④有給の取得度合まで満足度はあ

まり高くなく、⑤総合的な満足度についても、「満足している」と答えた割合は 10％未満でした。 

・不満度で多いのは、①仕事の内容であり、「やりたい仕事で会社を選んだ」わりに、仕事への不

満が高いという結果となりました。 
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不満の内容（具体的記述）

・人材が少なく重労働、定時に帰れない
・賞与が全社員同額
・自由に有給が使えない
・現場の環境に応じて別途手当をつけるか環境改善をしてくれない
と不満（給料面）
・有給を取得しやすいようにしてほしい
・仕事内容と給料が合わない
・作業員への面倒見が悪い
・時間外手当がない、サービス残業が多い
・上司に対し信頼できない

23.3%

43.3%

13.3%

3.3%

16.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

働き続けたい

できれば働き続けたい

できれば会社を辞めたい

すぐにでも会社を辞めたい

わからない、どちらでもない

n=30

87.5%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

村外

村外で進学準備中である

n=8

7人

1人

62.5%

37.5%

25.0%

25.0%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

将来希望する仕事に就ける

自分の志望校だった、希望していた専

攻だった

近隣である（通学が便利）

先生、家族、知人からすすめられた

家族がその地域に住んでいるので、生

活に便利

n=8

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・不満の内容で具体的に記述されたのは「給与」「有給」「時間外手当」が主でした。 

・ただ、会社に対する満足度があまり高くないのにもかかわらず、「働き続けたい」と回答する割

合は 67％近くに上っている。若者が仕事と待遇について、まだ評価を図りかねている状況も伺え

ます 

 

（※無職の方はサンプル数が３につき省略します） 

 

４．学生および進学準備中の人について 

（１）属性                （２）その学校を選んだ理由 
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ある

16.7%

ない

0.0%

わからない

83.3%
n=6

0.0%

25.0%

50.0%

12.5%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

村内に戻り、村内に就職する（家業も含む）

村内に戻るが、村外に就職する

村外に在住し、村外に就職する

その他

無回答n=8

40.0%

20.0%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

資格を生かした仕事をする環境が整えば

希望する職種があれば

行政が村に戻る若い人に「奨励金」等の

補助制度があれば

※ 「わからない」と回答した5人のうち4

人が回答

５．将来の進路 

（１）卒業後の進路 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「村外に就職する」と答えた６人に、将来的に村に戻る意向があるかどうか 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「わからない」と答えたひとは、どんな条件が整えば村に戻ろうと思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・将来の進路は８人中６人が「村外に就職する」と答えています。そのうち「将来的に村に戻

る」意向のある人は 1人、残りの５人は「わからない」と答えています。 

・「わからない」と答えた人は、「資格を生かした仕事をする環境が整えば」と回答した人が２

人、以下１人ずつの回答です（サンプルが少ないため詳しい分析は省略します） 
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１．男

37.0%

２．女

63.0%

n=162

男：60

女：102

4.9%

18.5%

37.7%

38.3%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．20～24歳

２．25～29歳

３．30～34歳

４．35～39歳

無回答

55.6%

53.1%

59.3%

21.6%

16.7%

5.6%

0.0%

1.2%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１．配偶者

２．子

３．父母

４．祖父母

５．兄弟姉妹

６．なし（未婚で一人暮らし）

７．なし（既婚その他で一人暮らし）

８．その他

無回答

53.1%

31.5%

11.1%

0.6%

0.0%

0.0%

46.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

第1子

第2子

第3子

第4子

第5子

第6子

無回答

子どものいる家庭
n=86

86人51人

18人

1人

結婚・妊娠・出産・子育てに関する村民意識調査 

１．調査概要 

調査対象先：20～39 歳までの村民から無作為に抽出し 500 人 

回答者数 ：162 人（回収率：32.4％） 

調査期間 ：平成 27 年 6 月 11 日（木）（発送日）～平成 27 年 6 月 25 日（木） 

調査方法 ：郵送配布・郵送回収 

調査内容 ：独身男女の結婚観、希望出生数、子育てに対する行政への期待、育休制度等の活

用度合、少子化・人口減少問題に対する自由意見など 

※四捨五入の関係から、構成比の合計が 100％にならない箇所があります。 

 

２．回答者属性 

（１）性別                   （２）年齢 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．家族構成等 

（１）家族構成     （２）子どもがいる場合の人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

19 

75.6%

57.8%

44.4%

35.6%

26.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分の家族や子供が持てる

好きな人と暮らせる

親を安心させられる

精神的な安らぎの場を持てる

老後の安心を得たい

n=45

3つまでの

複数回答

回答数123

50.0%

50.0%

25.0%

16.7%

16.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族を養うほどの収入がない

結婚したいと思える相手がいない

結婚後、家や地域のしがらみや風

習が嫌だから

行動や生き方が自由で、趣味も、

娯楽も楽しめるから

結婚資金が足りない

n=12

3つまでの

複数回答

回答数29

11.3%

7.5%

75.5%

1.9%

3.8%

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%

今、婚活中である

以前は婚活していたが今はし

ていない

今も以前も婚活はしていない

その他

無回答

n=53

婚活していない

44人

65.2%

17.4%

17.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

思う

思わない

わからない
n=69

45人
12人

12人

2.8%

11.3%

9.9%

22.5%

52.1%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

婚約者がいる

結婚を前提に交際している人がいる

結婚は考えていないが特定の交際をして

いる異性がいる

異性の友人は何人かいる

いない

その他

特定の交際

相手がいる

１７人

特定の交際

相手がいない

５３人

n=71

アンケート結果を踏まえた重点事業の方向性（結婚・出産・子育て） 

 

●独身男女の結婚観 

＜将来結婚したいと思うか＞             

 

 

 

 

 

 

 

＜思う理由（上位５位）＞         ＜思わない理由（上位５位）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お付き合いしている異性の友人がいるか＞   ＜婚活状況＞ 
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4.7%

31.3%

6.3%

57.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

村内の方と結婚して、村内に住みたい

村外の方と結婚して、村内に住みたい

村内の方と結婚して、村外に住みたい

村外の方と結婚して、村外に住みたい

n=64

4人
37人

36.6%

36.6%

31.7%

29.3%

24.4%

0% 10% 20% 30% 40%

村内だと、周りの目が気になるから

村が嫌ではないが、結婚を機に一度、村か

ら出て住んでみたいから

買物、病院など日常生活上、村内では不便

だから

仕事上、村外に住んだほうが通勤等に便利

だから

結婚しても村に住む経済的なメリットがない

から

n=41

３つまでの複数回答、回答数91

＜ポイント＞ 

・独身男女の 65.2％が「結婚したいと思う」と回答しており、その理由として「自分の家族が持て

る」の回答割合が最も多いです。３位の「親を安心させられる」の回答割合を含めると、木島平

村の独身男女は家族志向が強いことが伺えます。 

・一方、「思わない」と回答した人は「収入」「相手」の問題を理由に挙げています。 

・お付き合いしている異性の友人の有無を尋ねる問いには、「特定の交際相手がいない」割合がお

よそ 75％に達し、そのうち「婚活をしていない」割合は８割を超えています。 

・「結婚したい」が「相手」がいなくて、「婚活」もしていないというのが全体像です。 

・「婚活をしている」と答えた少数意見では「合コンに参加」「親や友人等に紹介を依頼」「サーク

ル活動や習い事に参加」が出されています。村として、独身男女の出会いの場を提供できるか、

知恵を絞る必要がありそうです。 

 

＜結婚する場合の相手と居住場所＞             

 

 

 

 

 

 

 

＜村外に住みたい理由＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他の意見：「お互いの両親と距離を置きたい」「知らない人の多いところで住んだほうが新婚生活が新鮮」「新婚

用の住居が村に見当たらない」「村内に住むことに相手に同意してもらえそうもない」など） 

＜ポイント＞ 

・この設問では、「村外の方と結婚したい」が高い割合です。また「村外に住みたい」と回答した

人も６割を超えました。「村」への愛着が強い一方で、様々な理由で「村外に住みたい」として

いることから、施策の方向性をつかむのが難しいですが、村内での出会いの場の提供、新婚家庭

への経済的支援制度（村に住む経済的メリット）などがヒントになりそうです。 
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3.1%

33.3%

53.1%

4.9%

0.6%

0.6%

3.7%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１人

２人

３人

４人

５人

６人以上

０人

無回答

n=162

平均2.56人

（加重平均）

13.0%

47.5%

29.0%

1.9%

0.0%

0.6%

6.8%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１人

２人

３人

４人

５人

６人以上

０人

無回答

n=162
平均2.06人

（加重平均）

308

140

101

98

96

43

30

0 50 100 150 200 250 300 350

世帯収入など経済的事情のため

年齢や健康上の理由

仕事と子育ての両立が難しいから

高等教育期間（高校・大学）において教育等にお

金がかかりすぎるため

自分や配偶者の仕事（勤めや家業）の事情

育児の社会的支援体制が不十分だから

家事・育児の協力者がいないため

n=162

69.1%

38.3%

37.0%

33.3%

19.1%

17.3%

16.0%

14.8%

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%

保育料や教育費、子ども医療費の

減免など経済的負担の軽減

正規雇用の推進など若い世代の経

済的安定化

残業時間の短縮や休暇の取得促進

などワークライフバランスの推進

保育所や認定こども園の整備など

働きながら子育てできる環境整備

不妊治療や産後ケアなど妊娠・出産

に対する支援

公営住宅への子育て世帯の優先入

居など住宅面の支援

妊娠、出産から子育てまで切れ目

のない相談支援体制の整備

いじめや犯罪などから子どもを守る

施策

n=162

3つまでの複数

回答

回答数443

●出産・子育てに関するご意見（男性も回答） 

＜理想的な子どもの数＞            ＜実際に産み育てられるとしたら．．．．．．．＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※理想的な子どもの数 2.56 人と実際に産み育てられる数のギャップとして、回答者が答えた「理由」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注：回答者は可能性の高い順に選択。第１順位を３点、第２順位を２点、第３順位を１点とし、累積点数を算出し、

上位点数をグラフ化） 

＜行政に充実してほしい支援策＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・アンケートからの単純な集計ですが、理想的な子

どもの数と実際に産む育てられる数に 0.5 人のギャ

ップがあります。 

・そのギャップについては、出産・子育てにかかる

経済的な負担を多くの人が理由にあげています。 

・「仕事と子育ての両立の難しさ」や「自分や配偶者

の仕事の事情」をあげる割合も多くみられました。 

・行政に対しての要望は、「経済的負担の軽減」「雇

用面についての配慮」などがありますが、村だけで

なく、商工団体や企業等にも理解と協力を求めてい

く必要があります。 
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45.5%

40.4%

2.0%

7.1%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族

にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がい

る

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもら

える友人・知人がいる

いずれもいない

子育て中８３人中

回答数９９（複数回答）

45.8%

47.0%

7.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

辞めた

辞めなかった

もともと勤めていなかった

38人

39人

41.3%

27.0%

9.5%

6.3%

3.2%

3.2%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

勤め先や仕事の状況から働き続けるのが難し

かったため

子育てや家事に時間をとりたかったため

子育てや家事に対して周囲の支援が得られ

なかったため

体力面で厳しかったため

家庭と両立する努力をしてまで仕事を続けた

いと思わなかったため

配偶者など家族が希望したため

その他

２つまでの複数回答

回答数63

(26)

(17)

(6)

１．ある

78.9%

２．ない

0.0%

無回答

21.1%

n=38

76.7%

30.0%

20.0%

16.7%

13.3%

6.7%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

短時間労働の求人情報

保有する資格や希望する勤務

条件等を登録する人材バンク

個別の状況に応じて助言や支

援を行うカウンセリング

女性専用で相談を受け付ける

窓口の設置

窓口に行かなくても相談を受け

付けるＷＥＢ相談

復職・再就職する際の心構え

等を教える就職セミナー

女性と企業をつなぐマッチング

イベント

復職・再就職希望

者30人の回答。

２つまでの複数回

答

回答数55

●子育て環境、復職について（お子さんがいらっしゃる方のみ） 

＜日頃お子さんをみてもらえる人は＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出産をきっかけに仕事をどうしたか＞  ＜辞めた理由＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜復職・再就職希望、行政への要望＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・「日頃お子さんをみてもらえる人は」の問いにつ

いては、およそ 86％の人が祖父母等にみてもら

えると回答しており、核家族化が進行している社

会においては良好な環境といえます。 

・出産をきっかけに「仕事を辞めた」と回答した割

合が半数近くおり、「仕事と子育ての両立の難し

さ」を回答した割合は４割に上っています 

・復職・再就職希望は「辞めた」と回答した 38 人

中 30 人が「ある」と答えています（無回答 8人） 

・望んでいる支援策は「短時間労働の求人情報」の

回答割合が高いことから、この問題についても、

行政、商工団体、企業が一体となって支援して

いく必要があります。 
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１．男

88.1%

２．女

11.9%

n=42

男：37

女：5

0.0%

7.1%

35.7%

23.8%

14.3%

14.3%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40%

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

n=42

42.9%

16.7%

7.1%

2.4%

4.8%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

会社員

公務員

自営業

会社経営

パート、アルバイト

農業

21.4%

19.0%

47.6%

9.5%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

単身

夫婦のみ

二世代同居（親子）

三世代同居（親・子・孫）

その他

21.4%

11.9%

11.9%

7.1%

0.0%

47.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１人

２人

３人

４人

５人以上

なし

n=42

69.0%

7.1%

7.1%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

長野県

埼玉県

東京都

茨城県

京都府

神奈川県

千葉県

栃木県

兵庫県

北海道
n=42

木島平村に転入された方へのアンケート調査 

１．調査概要 

調査対象先：平成 22 年～平成 26 年の 5 年間に木島平村に転入した世帯の世帯主 162 世帯 

回答者数 ：42 人（回収率：25.9％） 

調査期間 ：平成 27 年 6 月 11 日（木）（発送日）～平成 27 年 6 月 25 日（木） 

調査方法 ：郵送配布・郵送回収 

調査内容 ：転入理由、木島平村の住みやすさ、子育て環境、定住意向、自由意見など 

※四捨五入の関係から、構成比の合計が 100％にならない箇所があります。 

 

２．回答者属性 

（１）性別                   （２）年代 

  

 

 

 

 

 

 

３．職業、家族構成、転入元等 

（１）職業      （２）家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

（３）同居の子どもの数     （４）転入前の居住地 
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23.8%

21.4%

19.0%

14.3%

9.5%

0% 10% 20% 30%

仕事の都合（就職、転勤、転職、退職など）

移住が目的

家庭の都合（育児、親の介護など）

住宅の都合（広さ、設備、家賃、持ち家の取

得、親や子どもとの同居など）

その他
n=42

16.7%

35.7%

38.1%

0% 10% 20% 30% 40%

木島平村に住もうと決めていた

他の市町村も探したが、木島平村に決

めた

最初から木島平村に決まっていた

（寮、社宅、親などとの同居、既に家が

あった等）

22人
54.5%

40.9%

22.7%

13.6%

13.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

緑が多く自然に恵まれている

住宅の広さ、土地又は住宅の価格、家

賃等の住宅事情が良い

親、子ども等と一緒に（近くに）住みた

かった

通勤、通学等における交通の便がよい

友人・知人がいる

n=22

４．転入理由、きっかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「移住」と思われる回答者の属性など） 

性別 年代 職業 家族構成 前居住地 選んだ理由 

女 20 代 会社員 単身 埼玉・深谷市 緑と自然が豊か 

女 30 代 会社員 夫婦・子１人 野沢温泉村 緑と自然が豊か 

男 70 代 無職 夫婦 須坂市 緑と自然が豊か 

男 30 代 会社員 夫婦・子４人 飯山市 緑と自然が豊か 

男 40 代 会社員 夫婦 中野市 緑と自然が豊か 

男 60 代 無回答 単身 埼玉・越谷市 無回答 

 

＜転入にあたって木島平村以外も探したか＞  ＜木島平村を選んだ理由＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・木島平村への転入者は 30 代～40 代が 6割を占め、職業は会社員、転入後の家族構成では 2世代

同居というイメージです。 

・転入理由、きっかけをみると、仕事の都合、家庭の都合、住宅の都合などが多く、典型的なＵタ

ーン型転入と思われます。 

・ただ、「移住が目的」とする転入者も 9人います。そのうちあえて木島平村を選んだと推察され

る６人をみると「緑と自然の豊かさ」を理由にあげています。この理由だけで移住が推進できる

ことではありませんが、移住施策の一環として「自然」と「生活」の魅力をどうバランスよく訴

求していくかが重要です。 
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１．男

70.8%

２．女

29.2%

n=24

0.0%

16.7%

8.3%

12.5%

37.5%

20.8%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40%

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

n=24

41.7%

16.7%

4.2%

4.2%

4.2%

20.8%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

会社員

公務員

自営業

パート、アルバイト

専業主婦（主夫）

無職

その他

n=24

16.7%

33.3%

41.7%

4.2%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

単身

夫婦のみ

二世代同居（親子）

三世代同居（親・子・孫）

その他 n=24

50.0%

16.7%

8.3%

4.2%

4.2%

4.2%

4.2%

4.2%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

長野県

東京都

埼玉県

茨城県

宮城県

高知県

三重県

栃木県

富山県

n=24

58.3%

12.5%

8.3%

16.7%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

０～４年

５～９年

10～19年

20年以上

無回答
n=24

木島平村から転出された方へのアンケート調査 

１．調査概要 

調査対象先：平成 24 年～平成 26 年の 3 年間に木島平村にから転出した世帯の世帯主 67 世帯 

回答者数 ：24 人（回収率：35.8％） 

調査期間 ：平成 27 年 6 月 11 日（木）（発送日）～平成 27 年 6 月 25 日（木） 

調査方法 ：郵送配布・郵送回収 

調査内容 ：転出先、転出理由、木島平村での印象、自由意見など 

※四捨五入の関係から、構成比の合計が 100％にならない箇所があります。 

 

２．回答者属性 

（１）性別                   （２）年代 

  

 

 

 

 

 

 

３．職業、家族構成、転出先、居住年数等 

（１）職業      （２）家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

（３）転出後の居住地     （４）木島平村での居住年数 
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54.2%

12.5%

8.3%

4.2%

4.2%

16.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事の都合（就職、転勤、転職、退職など）

住宅の都合（広さ、設備、家賃、持ち家の取

得、親や子どもとの同居など）

家庭の都合（育児、親の介護など）

結婚による

木島平村外に住みたかった

その他

n=24

・家族の病気

・経済的事情

・雪が多いから

33.3%

8.3%

41.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

木島平村外に住もうと決めていたので、木

島平村内は探さなかった

木島平村内も探したが、適当な物件がない

ため村外に決めた

転出先は、最初から村外に決まっていた

（寮、社宅、親などとの同居、既に家があっ

た等）

n=24

50.0%

20.0%

20.0%

10.0%

10.0%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通勤、通学等における交通の便がよい

住宅の広さ、土地又は住宅の価格、家賃等

の住宅事情が良い

友人・知人がいる

買い物など日常生活の便がよい

道路、下水道等の都市基盤が整っている

緑が多く自然に恵まれている

回答者10人の複

数回答

回答数14

62.5%

33.3%

12.5%

8.3%

8.3%

8.3%

29.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

緑が多く自然に恵まれている

治安が良い

子どもを産み育てる環境が整っている

通勤、通学等における交通の便がよい

住宅の広さ、土地又は住宅の価格、家賃

等の住宅事情が良い

教育環境が整っている

その他

回答数42

村民が親切、温かい、

農産物が美味しい、温

泉施設あり、など

20.8%

20.8%

16.7%

8.3%

0% 10% 20% 30%

買い物など日常生活の便が悪い

通勤、通学等における交通の便が悪い

病院等の医療機関が充実していない

親、子ども等の家が遠い
回答数29

２つ以上の回答のみ

４．転出理由、きっかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜転出にあたって木島平村内も探したか＞  ＜転出先を選んだ理由＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．木島平村の印象（複数回答） 

（「住みやすかった」＝16 人、「住みにくかった」＝4人、「よくわからない」＝4人（合計 24 人）） 

 

＜住みやすかった点＞   ＜住みにくかった点＞ 
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＜ポイント＞ 

・木島平村から転出した人は、50 代～60 代、会社員、仕事の都合、居住年数 4年以内の人の割合

が多いようです。 

・木島平村の印象は「住みやすかった」と答えた割合が２／３であり、住みやすかった点について

も「緑が多く自然に恵まれている」とする割合が６割を超えました。 

・「住みにくかった」点は、買物や交通の不便性、医療機関の不足等を上げています。 
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61.5%

7.7%

0.0%

0.0%

0.0%

7.7%

23.1%

0% 20% 40% 60% 80%

宿泊業

飲食業

物販

物販及び一部飲食提供

宿泊以外の施設運営

その他

無回答

n=13

76.9%

15.4%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～４人以下

５～９人以下

無回答
n=13

7.7%

23.1%

38.5%

7.7%

23.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

かなり増えた

やや増えた

変わらない、横ばい

やや減った

かなり減った
n=13

0.0%

30.8%

38.5%

7.7%

23.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

かなり増えた

やや増えた

変わらない、横ばい

やや減った

かなり減った
n=13

7.7%

7.7%

7.7%

38.5%

15.4%

23.1%

15.4%

15.4%

30.8%

7.7%

15.4%

7.7%

30.8%

38.5%

38.5%

15.4%

23.1%

30.8%

15.4%

15.4%

15.4%

15.4%

7.7%

15.4%

7.7%

7.7%

23.1%

7.7%

46.2%

7.7%

30.8%

30.8%

38.5%

38.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

スキー場の入込み

日帰り観光

一人当たりの消費金額

外国人観光客

体験型観光

インターネットでの照会、予約

他の観光地との回遊性

１．かなり増えた

２．少し増えた

３．どちらともいえない

４．少し、減った

５．かなり減った

６．わからない

無回答

各項目とも n=13

村内観光関連事業者に対する意識調査 

１．調査概要 

調査対象先：村内観光事業者 47事業者のうち、37事業者に送付 

回答者数 ：13人（回収率：35.1％） 

調査期間 ：平成 27年 6月 11日（木）（発送日）～平成 27年 6月 25日（木） 

調査方法 ：郵送配布・郵送回収 

調査内容 ：雇用、業況、5年前と比べた観光産業の変化、今後の観光産業、北陸新幹線延伸

効果、村や商工団体に求める施策・自由意見など 

※回答サンプル数が少ないものがありますので、一部省略いたします 

２．回答者属性 

（１）業種                   （２）従業員数 

  

 

 

 

 

 

 

 

３．５年前と比べた業況の変化 

（１）売上高      （２）利用客数、来店客数など 

 

 

 

 

 

 

 

（３）５年前と比べた木島平の観光産業の変化についての意識 
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46.2%

38.5%

38.5%

30.8%

30.8%

30.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

木島平村ならではの特色ある体験ができていないから

観光地間の競争が激化しているから

世の中の景気が回復しないから

観光客の地元名産品、食事、温泉施設などへの「目」が養われ

てきているから

観光にかけるお金をできるだけ節約しようという動きが強まっ

ているから

村が観光産業に対して力を入れなくなってきたから

n=13

5つまでの複数回答
回答数36

76.9%

7.7%

7.7%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

従来どおり事業を継続していく

廃業を検討中

まったく違う業種・業態に転換して事業

を継続していく

わからない

n=13

※回答割合 

★スキー場の入込み   増えた 38.5％＝減った 38.5％ 

★日帰り観光      増えた 23.1％＝減った 23.1％ 

★一人当たりの消費金額  増えた 23.1％＜減った 38.5％ 

★外国人観光客   増えた 15.4％＝減った 15.4％ 

★体験型観光   増えた 15.4％＝減った 15.4％ 

★インターネット照会、予約 増えた 38.5％＞減った 7.7％ 

★他の観光地との回遊性  増えた 15.4％＜減った 23.1％ 

 

（４）「減った」とみる理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後の事業展開、村の観光産業の将来 

（１）今後の事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・売上高、利用客数などは「やや増えた」～「変わらない・横ばい」の意見が多い中、一人当た

りの消費単価は「減った」とする割合が多くなりました。また、「他の観光地との回遊性」も「減

った」とみる事業者の割合の方が「増えた」とする割合よりも多くなっています。 

・「減った」とみる理由は、「木島平村ならではの特色ある体験ができていないから」の割合がト

ップであり、観光施策のポイントとなりうると考えられます。 
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76.9%

53.8%

53.8%

38.5%

23.1%

23.1%

46.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

飯山市など周辺市町村との広域連携を強

化すべきである

村がもっと観光施策に時間と金を費やす

べきである

木島平産コシヒカリ（村長の太鼓判）の

ネームバリューを上げるなど、「食」に重点

を置き木島平村でしか食べられないもの

を開発すべきである

観光施策について若い人のアイディアを

採用すべきである。

外国人とうまく連携して、海外へのPRに力

を入れたり、国内にいる外国人にも口コミ

で来てもらえるようにする（総務省が始め

る外国人との地域住民交流事業の参加を

目指す）

県外の旅行代理店への営業強化をすべ

きである

その他

n=13

5つまでの複数回答

回答数50

ペット連れの客層の見直

し、スキー場の有効利用、
道の駅の戦略見直し、ス

キー場のリフト券の共通

化、観光協会の活性化、
農村風景の楽しめるよう

なウォーキングコースの

充実

（２）村の観光産業の将来について感じるところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・飯山市など周辺市町村との広域連携の強化をあげる割合がトップであり、村が単体で観光施策を

打つには限界があると考える事業者が多いようです。 

・村の「食」に関する商品開発や、観光施策についての若い人のアイディアなどを含め、村が観光

施策に時間と金を費やすべきだとする声が強く伺えます。 

・広域連携や民間企業との連携、大手旅行代理店との観光資源掘り起しなど、従来の観光施策を超

えた斬新なアイディアも必要です。観光客の消費行動や意識の変化をしっかりとらえることも重

要ですが、まずは木島平村の一番の「ウリ」とは何かを、もう一度村民とともに共有し、観光施

策に反映していくことが必要です。 
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53.8%

0.0%

23.1%

23.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

どちらかといえばプラスの影響がある

どちらかといえばマイナスの影響がある

どちらともいえない（プラス、マイナスが拮抗）

わからない

n=13

５．北陸新幹線の延伸効果 

（１）延伸効果は 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）その理由 

 

 

 

 

 

問11内容 業種
飯山駅が新幹線の停車駅であることの知名度の向上。 宿泊業
移動時間が短縮された事によるメリット。滞在時間が長い分メニューを増加し
十分楽しめるようにする。

宿泊業

長野駅での乗り換えがなくなり時間短縮できるので便利に。 宿泊業
外国人にとっては強力なインパクト。スキー誘客にもっと力をいれるべき。斑
尾はすでに多くの外国人受入れに成功している（野沢に並ぶスキーリゾー
ト）。越後湯沢を除いて木島平は日本で最も新幹線駅に近いスキーリゾート。
信州で最も交通の便の良いスキー場である。この地の利を活かさない手はな
い。

宿泊業

どちらかといえば「ない」より「有る」方が良いから。まだ飯山駅で新幹線が止
まらないと思っているお客様が多い。大学生等は高速バスを使用して飯山線
で来村する人もいます（安いから）。良い点は小さな子のいる家族は新幹線利
用を喜んでいます。

宿泊業

後継者がいない事。自分も高齢者（78才）。 宿泊業
今後、木島平が列車で来られた方に適した滞在プランを提供できるか？にか
かっていると思います。問９の15で記したように「歩」をテーマにした観光プラン
や農村体験を実施できるかどうか。

宿泊業

冬のスキー客は増えるかもしれないが車利用でない観光客が冬季以外で木
島平まで足を運ぶかどうか？

宿泊業

弊社の営業はウインターシーズンのみの為、新幹線の利用客にどの程度ス
キーに来る客がいるか。また昨年頃よりシルバー層が平日の利用が少し増え
たような気がするので更にシルバー層が利用しやすいプランをＪＲ及び近隣の
市町村と検討してほしい。

飲食業

新幹線は始発点と終着点を今までより短時間で結ぶので両端地域にはメリッ
トが多いと思うが、その途中の観光地は余程魅力がないと通過してしまいメ
リットが少ないと思う。北陸からのお客様には北信州の観光地は北陸の山側
の観光地とあまり変わらないと思うので、わざわざ高い運賃を払って新幹線で
来ないと思う。来るなら今までの方法（車、バス等）と思う。

その他

観光客が是非行ってみたいと思える様な観光の目玉がない事が一番問題で
全ての項に関しての理由です。

不明

交通の利便性は確実にある。 不明
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（村や商工団体等に求める施策、支援策など自由意見） 

 

 

 

問12内容 業種
ペット連れの客層の見直しの提案。 宿泊業
観光は３本の産業が有機的に連携して初めて発展するものと思う。１、
農業、２、商業、３、工業。

宿泊業

カヤの平のブナ林を残雪の時に見られるように林道の除雪を早い時期
にやってほしい。飯山駅からのバスをスキー場・中央駐車場まで延長。

宿泊業

村観光（株）、観光協会、農村木島平のつながりをもっと強化し飯山地
区の観光リーダーである飯山市と手をつなぎより広域で観光施策を打ち
出してほしい。「農村」のコンセプトはよいが米がうまい地区は他にもあ
る。よりわかりやすいＰＲを模索してもよいのでは？「日本で最も美しい
村連合」に是非、加盟してほしい。

宿泊業

問９の15でも触れましたが、観光産業の信頼感が必要です。施設整備
をしたくとも税の負担が多いので村外だけでなく地元の事業者にも税制
面の優遇をお願いしたい。

宿泊業

１、村内個人宅等の庭園開放（オープンガーデン）。２、いつでも少人数
でも受け入れ可能とする体験プラン、施設の充実。農村交流館、西町展
示館、郷の家等を積極的に活用。３、ウォーキングコースとして遊歩道を
村をあげて整備。４、村全体を公園化するような取り組み。

宿泊業

レジャー施設の充実化をオールシーズンにて検討してほしい。 飲食業
高社山山頂への整備がされていない（登山道、休憩所など）。山頂リフト
が夏季25日程度運行されていますが、上には古い傷んだ避難小屋があ
るだけで観光客を呼べるようなお花畑があるわけでもなく、くつろげる場
所もありません。さすがにこれでは山頂リフトを利用して景色を見に行き
にくいと思う（往復930円は安くないと思う）。

その他

木島平村来村のバス運行。１、広域観光。２、木島平村循環100円赤バ
スの運行など。

不明
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27.8%

27.8%

11.1%

27.8%

5.6%

0% 10% 20% 30%

建設業

製造業

運輸業、郵便業

サービス業（医療、福祉）

各種団体

n=19 21.1%

26.3%

31.6%

5.3%

0.0%

10.5%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40%

５～９人以下

10～19人以下

20～49人以下

50～59人以下

60～99人以下

100～299人以下

300人以上

n=19

0.0%

15.8%

5.3%

15.8%

21.1%

42.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１人

２～３人

４人～５人

６～９人

１０～１９人

２０人以上

n=19

0.0%

21.1%

15.8%

10.5%

5.3%

21.1%

26.3%

0% 10% 20% 30%

１人

２～３人

４人～５人

６～９人

１０～１９人

２０人以上

無回答

n=19

0.0%

5.6%

27.8%

50.0%

11.1%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１人

２～３人

４人～５人

６～９人

１０～１９人

２０人以上

n=18 28.6%

42.9%

14.3%

14.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１人

２～３人

４人～５人

６～９人
n=7

北信管内の事業者に対する意識調査 

１．調査概要 

調査対象先：北信管内の従業員規模 10人以上の事業者から 30社を抽出 

回答者数 ：19事業者（回収率：63.3％） 

調査期間 ：平成 27年 6月 11日（木）（発送日）～平成 27年 6月 25日（木） 

調査方法 ：郵送配布・郵送回収 

調査内容 ：雇用、Ｉターン・Ｕターン採用、欲しい人材、企業としての子育て支援、行政に

望む産業支援策、自由意見など 

※回答サンプル数が少ないものがありますので、一部省略いたします 

２．回答者属性 

（１）業種                   （２）従業員数 

  

 

 

 

 

 

 

 

（３）正社員の人数     （４）非正社員の人数 

 

 

 

 

 

 

 

３．Ｉターン採用、Ｕターン採用 

（１）Ｉターン採用（県外出身者）の人数  （２）Ｕターン採用（県内出身者）の人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｉターン者、Ｕターン者がいると答えた事業所のみで集計） 
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52.6%

15.8%

31.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ある（数名程度）

ある（数名～10名以内）

予定なし

n=19

0.0%

0.0%

100.0%

0% 50% 100%

新卒や中途採用のほかに別枠でＩ ターン採

用枠を設けており、積極的に採用したい

Ｉ ターン採用枠を特に設けていないが、Ｉ

ターン希望者を優先的に採用したい

欲しい人材であれば、Ｉターン希望者も地元

の中途採用希望者も関係なく採用したい

n=13

31.6%

26.3%

26.3%

21.1%

15.8%

15.8%

10.5%

5.3%

5.3%

5.3%

0.0%

0.0%

0.0%

36.8%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40%

熟練工で即戦力

技術専門校出身者

総務・経理部門に強い経験者

工業系高校生

学科を問わず高校生

営業職の経験者

理工系大学生

学部を問わず大学生

海外勤務可能な者

外国語能力のある者、国際感覚のある者

理工系の大学院生

研究職の経験者

海外留学生

その他

無回答

n=19

3つまでの複数回答

回答数39

（３）現在～3年程度の間に採用を増やす計画 （４）採用の基準等 

 

 

 

 

 

 

 

（５）欲しい人材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 

・回答した事業所の多くで、Ｉターン者、Ｕターン者の採用がみられます。ただ、採用の基準につ

いては、欲しい人材であればＩターン者でも地元出身でも関係なく採用したいと答えています。 

・欲しい人材については、アンケート回答先の業種を反映して、「熟練工で即戦力」「技術専門校出

身者」「総務・経理部門に強い経験者」「工業系高校生」などの回答割合が多く、人材不足を背景

とした採用方針であることが推察されます。 

・「減った」とみる理由は、「木島平村ならではの特色ある体験ができていないから」の割合がトッ

プであり、観光施策のポイントとなりうると考えられます。 
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55.6%

44.4%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

あり

なし

制度創設予定 女性の利用度25.0％、男性0％

n=18

35.3%

64.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

あり

なし

制度創設予定

n=17

男性、女性とも利用度16.7％

64.7%

35.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

あり

なし

制度創設予定

n=17

利用度は男性9.1%、女性27.3％

11.8%

88.2%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あり

なし

制度創設予定

n=17

男性、女性とも利用度0％

35.3%

64.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

あり

なし

制度創設予定 男性、女性とも利用度0％

n=17

４．企業としての子育て支援策とその利用（「無回答」を除いて集計） 

（※利用度は「あり」と答えた事業者のうち「何人利用しているか」の項目についての延べ回答割合） 

（１）育児休業制度 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子の看護休暇制度 

 

 

 

 

 

 

（３）短時間勤務制度 

 

 

 

 

 

 

 

（４）フレックスタイム制度 

 

 

 

 

 

 

（５）始業・就業時間の繰上・繰下 
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31.3%

68.8%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

あり

なし

制度創設予定 女性の利用度20.0％、男性0％

n=16

5.9%

94.1%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あり

なし

制度創設予定 男性、女性とも利用度0％

n=17

17.6%

82.4%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

あり

なし

制度創設予定 利用度は男性66.7%、女性66.7％

n=17

17.6%

76.5%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

あり

なし

制度創設予定 男性、女性とも利用度0％

n=17

5.9%

94.1%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あり

なし

制度創設予定

n=17

男性、女性とも利用度0％

（６）所定外労働時間の免除 

 

 

 

 

 

 

 

（７）育児サービス利用の費用助成 

 

 

 

 

 

 

 

（８）事業所内託児施設の設置 

 

 

 

 

 

 

（９）短時間正社員制度 

 

 

 

 

 

 

 

（10）在宅勤務制度 

 

 

 

 

 

 

 

 



37 

17.6%

17.6%

5.9%

0.0%

0.0%

5.9%

64.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子育て期間中の「家族手当」的な補助、もしくはそれに近い

手当

半日休暇制度や、遅刻・早退を時間休暇に含む制度

出産祝い金制度で第２子（あるいは３子）以上産んだ場合

の増額お祝い金の支援

広い社宅等の提供や斡旋

アパート家賃の補助

その他

特にない

n=17

発生の都度、社員と相談

し、希望を取り入れるよう

にしている（医療関係）

５．事業所としての社員の出産に関わる支援策 

（１）内容、制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今後考えている支援策、行政に対する支援策、少子化に対する自由意見等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中小企業を生かす事が一歩の始まり。地域に魅力を感じてもらう事（運輸業） 

・企業だけの助成は難しい。国・県・村から必要（製造業） 

・社員とは都度、話し合い支援をして行きます。行政は単に職員数を減らすのでは無く定型業務は

パート等に任せ、イベント行政から脱却をし休出・残業は代休 or 減らし村一番の人材の能力を村

民、職員の為にも真の行政マンとして企画部門等で活躍してもらう（今は職務をこなしている状

態）。こんな事をしたいがどうですかのアンケート方式にする（どうしたら良いかはダメ）（製造業） 

・若い人及び独身者の交流の場（出会いの機会場所）がほしいです。イベント、祭りなどの企画、運

営、ボランティアスタッフなど一緒に関わりがほしいです（食品加工業） 

・特別な施策はあまり考えていません。しいて言えば外国人労働者をたくさん雇えるように法的な緩

和を政治に求めます（各種団体） 

・多くの企業の誘致（製造業） 

・職人の手間が安いのが当たり前と思われているうちは何をやってもダメ。職人を育てる事もできな

い。安い単価は魅力のない仕事になってしまう。低価格でしか落とせない入札にも問題がある

（村に限る）。安い給料では子どもも育てられない現実がある（建設業） 

・今のところ直面していないが、今後検討していきたい（建設業） 

・未婚者などの増加（未婚者の高齢化を含め）行政等も積極的な交流や出会いの場を増やす事に

より、未婚者を減らし更には出産のしやすい環境作り不妊治療等への補助等ステップアップした

支援策を行政に求める（建設業） 
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42.1%

42.1%

31.6%

31.6%

26.3%

21.1%

10.5%

5.3%

5.3%

21.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

従業員の高齢化、技能伝承

優秀な人材の不足

受注の減少

原材料費の高騰

人件費の増加

生産設備の不足・老朽化

資金繰りの悪化

競合企業との競争激化

問題点は特にない

その他

n=19

複数回答

回答数45

33.3%

26.7%

20.0%

20.0%

20.0%

13.3%

13.3%

13.3%

6.7%

6.7%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40%

労働者の育成・研修に対する支援

制度融資・補助金等資金面での支援拡充

Ｉターン、Ｕターンの推進

企業誘致の促進

行政の産業支援策の情報提供

研究開発に対する支援

職業意識啓発など小中高からの職業教育拡充

取引先の紹介・斡旋等の販路開拓支援

新規創業支援

事業承継支援

その他

n=15

複数回答

回答数31

６．行政に期待する産業支援策 

（１）経営上の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）行政に実施してほしい産業支援策 
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（産業振興を図る上での自由意見） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問14内容 業種
後継者の育成に助成が必要。 建設業
岳北地域（一市三村）の合併を強く望み、その地域の力を基本とした、新幹線飯山
駅を中心とした、地域全体を見すえた新しい時代の地方の在り方、又、外国をも見
据えた観光や農業の考え方で特有の地域カラーの出せる様に考える。

建設業

消費地ではないので生産地として製造して外への販売を考える。お客様は来るもの
ではなく、こちらから出て行かないとダメ。企業誘致で人口を増加も必要。市町村合
併が必要（大きなマーケットにしたい）。

製造業

飯水岳北地区内で働く場所の確保。例として大口工場の下請会社等の工場誘致を
時間をかけて探す。特に若者が定着する村作りに力を入れるようにお願いしたい。

運輸業

介護保険については現行の市町村単位ではなく広域にしてほしい。今の広域行政
組合ぐらいにしないと小さな村ではサービスに差がつきすぎている現状です。

サービス業（医療、福祉）

優秀な人材育成が必要。 サービス業（医療、福祉）
狭い考えで無く、手を握れる所は一緒にどんどん進める。期待しています。頑張って
ください。追伸、自分の事（アンケート）を他人にお願いしない（企画の仕事）。

不明


